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1. 研究の背景と目的 

富山県高岡市吉久（以下、吉久）は、2020 年 12 月に

国の重要伝統的建造物群保存地区（以下、重伝建）に選

定された。歴史的町並みを生かしながら吉久らしい暮ら

しを実現するためのまちづくりを進めていくにあたり、

住民の町並み保全意識、まちづくり活動に対する意識、

生活満足度、目指すまちの姿をどのように考えているか

を把握する必要がある。そこで本研究では、そうした住

民意識を明らかにすることで、今後まちづくりの方向性

を検討するための有用な知見を得ることを目的とする。 

２．調査方法 

吉久の18歳以上の全住民に対し、2020年11月にアン

ケート調査を実施した。調査項目は表 1に示す。  

３．調査対象地 

３-１ 概要 

吉久は、高岡市中心市街地から北東へ約 5キロメート

ル離れた小矢部川と庄川に挟まれた河口に位置し（図

1）、加賀藩の年貢米を収納する御蔵の設置により在郷町

として発展し、米の重要な集散地として栄えた（1）。 

放生津往来の緩やかに湾曲した道に沿う町並みには、

江戸後期までに形成された地割とともに、江戸時代から

近代に建てられた切妻造り、平入りの町家が残り、高岡

の小矢部川河口部に栄えた在郷町の歴史的風致をよく伝

えている（写真 1）。また、伝統的建造物（建築物）49

件、伝統的建造物（工作物）4 件、環境物件 5 件が残っ

ており（2020 年 12 月 23 日現在）、伝統的建造物群及び

地割がよく旧態を維持していることが重伝建選定の理由

となっている（2）。 

３-２  町並み保全の経緯 

吉久の町並み保全活動の萌芽は、1998 年に高岡市が

施行した「高岡市町並み保存・都市景観形成に関する条

例」に見られる。同年に「吉久の伝統的町並みを考える

会」が設立され、1999 年には「さまのこアート in よっ

さ」を開催し、以後続けられている。2011 年には「吉

久の伝統的町並みを考える会」と連合自治会が一体とな

った「吉久まちづくり推進協議会」が設立され、まちづ

くりワークショップの開催など住民主体のまちづくりを

目指し取り組んでいる。2014 年には「NPO 法人吉久み

らいプロジェクト」が設立され、空き家の管理や活用に

取り組んでいる。また、重伝建選定を記念した絵本の作

成を行うなど、吉久の歴史やまちの魅力の周知に努めて

いる（1）。 
４．アンケート結果 

アンケートの配布数 911 に対し、回収数は 737（うち

有効回答 713）であり、回収率は 80.9％、有効回答率は

78.2％と、どちらも高い結果となった。 
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表 1 アンケート調査項目 

カテゴリー アンケート項目

属性

重伝建
町並み保全活動
地域活動・
まちづくり活動
生活環境

目指すまちの姿

性別 / 年代 / 職業 / 家族構成 / 世帯主か / 出身地 / 町内会 /
住まいの立地（放生津往来沿い）/ 居住年数 / 建築年代 / 
住まいの所有形態 /自動車保有台数
選定決定の認知 / 住まいの立地（保存地区内外）
保全すべきか / 活動参加の有無 / 活動協力の意思
興味・関心のある地域活動・まちづくり活動 /
活動への参加状況 / 活動への参加意向
生活満足度
重要度の高い将来ビジョン
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４-１ 属性 

 属性についてのアンケート結果を表 2に示す。性別は

「男性」が 46.8％、「女性」が 53.2％で女性の割合が僅

かに多い。年代は「70代」が22.1％と最も多く、「60代」

が18.0％、「50代」が17.1％と続く。「80代」も11.7％

見られ、60 代以上の高齢層が約半数を占めていること

が分かる。 

職業は「会社員」が 41.1％と最も多く、次いで「主

婦（夫）・無職」が 39.1％と、それぞれ全体の約 4 割を

占めている。また、家族構成は「夫婦＋子」が 25.9％

と最も多く、「三世代」が 18.5％、「夫婦のみ」が

17.8％と続き、世帯主であるかの問いでは、「世帯主で

ある」が 41.7％、「世帯主でない」が 58.3％であった。 

出身地は「吉久」が 42.5％と最も多く、次いで「富

山県内（高岡市以外）」が 26.0％、「高岡市(吉久以外)」

が25.5％と続き、「国外」出身者も0.6％（4名）いるこ

とが明らかになった。また、町内会は「さくら台」に住

む人が 24.1％と最も多く、「西町」が 15.7％、「日の出

町」が 15.4％と続き、立地は「放生津往来（旧街道）

沿いである」が 21.4％、「放生津往来（旧街道）沿いで

ない」が 64.7％であった。 

居住年数は「20〜29 年」が 27.0％と最も多く、「30〜

49 年」が 25.1％、「50 年以上」が 24.6％と続き、20 年

以上住んでいる人の割合が大きいことが分かる。また、

建築年代は「平成・令和」が 44.8％で最も多く、次に

「昭和（戦後）」が 41.4％であり、建物は昭和（戦後）

以降のものが全体の大部分を占めていることが分かる。 

所有形態は「持家（土地付）」が 88.1％で、全体の約

9 割を占めている。自動車の保有台数は「3 台以上」が

39.8％で最も多く、「持っていない」は 6.2％であり、

吉久のほとんどの住民が自動車を所有していることが分

かる。 

４-２ 町並み保全意識 

 「吉久が重伝建に選定決定されたことを知っているか」

という問いに対して、「知っている」と答えた人は

90.6％、「知らない」と答えた人は 9.4％であり、重伝

建選定決定の認知度は非常に高いことが分かる（図 2）。

「住まいが重伝建保存地区内にあるか」という問いでは、

「保存地区内にある」が 19.5％、「保存地区内にない」

が 69.3％、「分からない」が 11.2％であった（図 3）。

「伝統家屋の多く残る吉久の町並みを保全していくべ 

きだと思うか」という問いに対しては、「とても思う」

が 7.8％、「思う」が 35.5％、「どちらとも言えない」が

39.8％で最も多かった（図 4）。「町並み保全に関する活

動や説明会に参加したことはあるか」という問いでは、

「ある」人が 18.4％、「ない」人は 76.0％で圧倒的に多

い（図 5）。「今後、吉久の町並み保全活動に協力したい

と思うか」との問いに対しても「企画・運営に携わりた

い」と答えた人は 2.1％、「協力したい」と答えた人は

14.0％で、非常に少ないことが分かる（図 6）。 
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４-３ まちづくり活動に対する意識 

「興味・関心のある地域活動・まちづくり活動」につ

いては、「高齢者・障害者の福祉活動」が 23.3％、「お

祭りなどの催し・イベント」が 22.4％の関心を集めて

いたが、最も多かったのは「特になし」で、30.7％とい

う結果であった（図 7）。 

「これまでの地域活動・まちづくり活動への参加状況」

については、「企画・運営に携わっている」が 3.1％、

「よく参加している」が 5.3％と少ない一方、「参加し

たことがない」が 51.0％と最も多く、約半数を占めて

いる（図 8）。 

「今後の地域活動・まちづくり活動への参加意向」に

ついては、「どちらとも言えない」が 54.4％と最も多く、

「参加したくない・できない」が 33.9％である。「企

画・運営に携わりたい」は 1.9％と非常に少ない。 

また、参加状況と参加意向を比較すると、今後「企

画・運営に携わりたい」と考える人は、現在「企画・運

営に携わっている」人より少ないことが分かる（図 9）。 

４-４ 生活満足度 

生活満足度について、各項目の満足度を「満足」5.0 

点、「少し満足」4.0 点、「どちらでもない」3.0 点、「少

し不満」2.0 点、「不満」1.0 点として平均を算出した。 

「地域全体の静けさ」が 3.5 点で最も評価されている

ことが分かる。「歴史や文化」の満足度も比較的高く、

町並みや歴史文化を評価する住民が一定数いることが分

かる。「買い物の便利さ」は 2.2 点で最も満足度が低く、

「医療・福祉の充実度」も 2.4 点と満足度が低い結果と

なっている（図 10）。 

４-５ 目指すまちの姿 

次に、吉久の目指すまちの姿について、生活満足度と

同様の方法で重要度の平均を算出した。 

「防犯・防災体制が活発なまち」「静かで暮らしやす

いまち」がどちらも 3.6 点で、住民にとって重要度が高
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いことが分かる。「静かで暮らしやすいまち」に関して

は、住民の生活において住宅地としての静けさが重要と

考えている人が多いことが分かる。「高齢者に優しいま

ち」「子育てがしやすいまち」はどちらも 3.5 点で、重

要度が高く、幅広い年代が住む吉久の特徴が反映されて

いることが読み取れる。「観光客で賑わうまち」「商業施

設が多いまち」はどちらも 2.5 点と、まちの将来像とし

ての重要度が低いことが分かる（図 11）。 

５．考察 

５-１ 属性 

年代については、60 代以上の高齢層が約半数を占め

ていることが明らかになり、全体として高齢者が多いこ

とが吉久の特徴であると言える。また、年代と職業でク

ロス分析を行なった結果、「主婦（夫）・無職」を選択し

た 275 名のうち「60 代」が 47 名、「70 代」が 131 名、

「80代」が72名いたことから、全体で「主婦（夫）・無

職」が約4割を占めている要因として、60代以上の高齢

者が多いことが考えられる。 

重伝建でありながら、昭和（戦後）以降に建てられた

新しい建物が全体の大部分を占めており、新旧の建物が

混在している点は吉久の特徴であると言える。また、近

年の新興住宅地などの開発が吉久外からの転入を促し、

幅広い世代が住む地区となったことが考えられる。 

５-２ 町並み保全意識 
重伝建選定決定の認知度は非常に高いことが分かった

が、吉久の町並みを保全していくべきだと強く思う人は

少なく、これまでの活動や、今後の活動に関しても、積

極的な協力姿勢が見られる人は少数である。このことか

ら、重伝建に選定されたものの、町並み保全活動の担い

手が少ないことが分かり、今後伝統的な町並みを活かし

たまちづくりを進めていく上では、いかに保全意識を醸

成していくかが課題である。 

５-３ まちづくり活動に対する意識 

興味・関心のある地域活動・まちづくり活動では、吉

久の住民に高齢者が多いことが「高齢者・障害者の福祉

活動」に関心が集まっている理由であると推察できる。

また、吉久では現在でも獅子舞や朝市など多くのイベン

トが開催されているため、「お祭りなどの催し・イベン

ト等」への関心が高いと考えられる。しかし、最も多く

選択されていた項目は「特になし」であり、地域活動・

まちづくり活動に無関心の人が多いことが考えられ、こ

のことはまちづくりに「参加したくない・できない」と

回答した人が多いことからも推察できる。また、そうし

た理由として、身体的・年齢的な理由や、仕事や趣味の

都合から地域活動に時間を割けないことが考えられる。 

また、参加状況を見ると「企画・運営に携わっている」

と答えた人は少数であることから、一部の住民に負担が

偏っていることが予想される。 

５-４ 生活満足度 

 「買い物の便利さ」の満足度が低い理由としては、吉

久には高齢者が多く、付近に日用品を買える場所がない

ことが考えられる。また、付近に病院や老人ホームがな

いことが「医療・福祉の充実度」の満足度を下げている

原因であると考えられる。 

５-５ 目指すまちの姿 

「観光客で賑わうまち」「商業施設が多いまち」の重

要度が低いことから、吉久の観光地化は望まれていない

ことが推察できる。一方で重伝建選定を機に観光客が増

えることが予想され、「静かで暮らしやすいまち」の重

要度が高い吉久における生活環境の維持が課題である。 

６．まとめ 
 本研究では、重伝建に選定された時点における吉久住

民の町並み保全意識、まちづくり活動に対する意識、生

活満足度、目指すまちの姿を明らかにした。アンケート

結果からは、吉久の重伝建選定が住民に広く認知されて

いることが分かったが、町並み保全活動やまちづくり活

動に対する意識に関しては住民間で差があることが明ら

かになった。今後、伝統的な町並みを活かしたまちづく

りを進めていくにあたり、町並み保全活動の担い手を増

やすこと、保全意識を醸成することが吉久の課題である

と言える。 
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